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A 現状維持 次年度早期での策定に取り組む。
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一般会計

民生費

細目

細々目

款

コード

同和施策推進計画事務経費

部落差別の解消に向け、同和行政を推し進める
目

同和行政の総合的推進1

区分

会計

項

名               称

152

39

事業名

基　本
施　策

金  額 金  額単位単位 数量事 業 内 容

160
240

事 業 内 容単位 数量 金  額単位 事 業 内 容 数量 金  額

　
　

　

　

効率性

4

4

必要性

有効性

2

4

達成度

Ａ
の
財
源
内
訳 2,928

3,208 400
400

877
その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

400
400

2,516
2,516

877

400　 Σ
　

1

改善についての取り組み

数量 金  額単位 事 業 内 容事 業 内 容 数量

　同和施策推進計画策定進捗率

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

　
　
　

人1.01.0

総合評価 事業の方向性

7,200 人件費（Ｂ）

単位

877　 Σ
　

400
　

Σ事業費計(A) 　

「伊賀市における部落差別をはじめとするあらゆる差別の撤廃に関する条例」の理念を踏まえ、同和問題の解決を目指し、
同和行政施策について総合的、計画的に実施するための指針として必要な計画である。

計画が策定されれば、実態調査の結果を踏まえ、地区の実情や施策ニーズに基づく対策を一般施策の中で体系的に適切
に進めることができる。

計画の中間案が完成しており、今後、パブリックコメントを募集した上で修正し、答申を受け議会に上程しようとする段階まで
来た。

19年度末までに答申をとの諮問であったが、次年度に持ち越すことになった。審議が精力的かつ慎重に行われた結果であ
り、その効率性に問題はない。

(千円)

平成２３年度 計画内容

人 7,200
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事業の成果を測る指標
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指標設定の考え方

実績

同和行政経費

同和施策推進計画事務経費04

　

　

　

評価項目 ポイント

　

(千円)

　

　

その他事務経費
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(千円)

同和行政費

千円

人

同和行政総務費

　
　

事業費計(A)

人件費（Ｂ）

　

240

1.0

Σ 400

400

　

人 7,2001.0 人

　

事業費計(A)

14,400 人件費（Ｂ）

2,516

16,916

2,516

　
　
　 　
事業費計(A)

人件費（Ｂ） 2.0

　 Σ

人件費（Ｂ） 1.5 人 10,800 人

3,208
　 　

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容

1,553

平成１９年度 決算内容

570

393

(千円)
事 業 内 容 数量

　
事業推進報償費

印刷製本費調査票・調査
報告書等

調査業務委託料
その他事務経費

3,208

Σ　
　
事業費計(A)

14,008

　

（Ａ）

事業投入人員

進捗率
(％)

事      業      費

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ）

施　策

150

備
考

成果（どうなるのか）

事
業
内
容

449
225

同和問題解決の視野に立ち、地域の状況や事業ニーズが的確に
把握された施策・サービスを受けることができる。

開始年度 平成

(内線)
評価者
氏　名

伏見正道 連絡先
22

対象等（何を、誰を）

同和地区住民

（※対象件数

進
　
捗
　
状
　
況

年度

工事

　

委託

事
業
内
容

477

　
同和施策審議会委員報酬

　
同和施策審議会委員報酬

印刷製本費推進計画策定業務委託料
　　㈱ぎょうせい その他事務経費

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

6

1

同和施策推進計画の策定
　・同和施策審議会が計画策定のための審議を行った。
　・庁内次長級で構成された同和施策推進会議が、計画策定
　のための検討と各部局で実施する施策の調整を行った。

Ⅰ

状
況
変
化
等

同和施策推進計画（中間案）の完成

年度

―

総事業費 千円

3 規模・構造

建設用地

事
業
目
的

基本計画該当頁

17

根拠法令・要綱等 伊賀市における部落差別をはじめとするあらゆる差別の撤廃に関する条例、伊賀市同和施策審議会条例

2 建設面積（延床面積）

関連事業
年度

　委託先

運営主体

(千円)
金  額

平成１８年度 決算内容

年間運営費

配置（予定）人員

4 市内の類似施設

7,200

240

平成２０年度 計画内容

同和施策審議会委員報酬

その他事務経費
同和施策審議会委員報酬

その他事務経費
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実績値
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目標
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策定（市議会議決）を100とし、その達成度を
指標とする。

　

％
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400400
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受益者負担
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計

コード

名称
担当部課

７０３００

同和課

終了年度 平成

280

100

同和施策審議会委員報酬

その他事務経費

　

100
実績 80
目標

評価項目についてのコメント

(千円)

160
240
160

　

　
　

　
　
　
　

2,499
35

隣保館事業費補助金
補助率　県１/２

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


